
11月20日、京都大学１１月祭での企画として千葉

商科大学教授・金元重先生をお呼びして講演会を行

いました。１１・１２民衆総決起闘争を受けて、タ

イトルは「朝鮮半島で革命が始まっている」です。

講演会は民衆総決起闘争当日の映像をまとめた映

像上映で幕を開けました。報道資料などをふんだん

にとりいれ、闘いの大きさが客観的にも明らかにな

るとともに、ハン・サンギュン委員長の獄中メッセー

ジが代読される場面や訪韓団が熱烈に歓迎されるシー

ンなど見る者の心を揺さぶるものでした。

映像上映の熱気を引き継ぎ、すぐさま金先生の講

演会に。金先生は自己紹介ののち「マスコミでは報

じられていないが、１１月１２日100万人をこえる人々

が立ち上がった裏側には民主労総のゼネストがある」

とし、講演会の大半をハン・サンギュン執行部が成

立して以来の民主労総の激闘に費やしました。そし

て最後に、「機動隊の車壁の克服と大統領府・青瓦

台への進行が問題になっている」と語るとともに、

ゼネストの階級的意義について力強く訴えました。

引き続いて登場した作部羊平同学会委員長は「訪

韓闘争によって革命のリアリズムを掴んだ。日本で

も絶対にゼネストを実現する」と確信も固く訪韓報

告を行いました。

質疑応答では「パククネ政権の危機は財閥に見限

られたからでは？」「青瓦台への突入などではなく、

デモの形態転換で対応するべきでは？」という質問

に対し、支配階級内部で起きてきたパククネ退陣を

求める機運がその都度つぶされてきたこと、民主労

総の先制的ゼネストが情勢を切り開いてきたこと、

そして「パククネ打倒なき大集会などは『壮大なゼ

ロ』。青瓦台への進行含めて今こそ運動の発展をか

ちとるべき」など金先生と聴衆の間で熱のこもった

討論が行われました。

当日会場には多くの飛び入りの京大生、韓国から

の留学生、市民の方含め５０人が結集。韓国―朝鮮

革命にむけての民主労総ゼネストの新段階への突入、

そしてその圧殺をかけた朝鮮戦争の切迫を前にきわ

めて意義深い企画として成功しました。

この企画の成功をもって、処分撤回署名年内３万

筆達成、１２・１２京大集会の大成功にむけて全力

を挙げます！（マル学同京大支部・A）
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訪韓闘争の感想③
訪韓闘争に参加し改めて闘う労働組合とゼネストの力を実

感しました。日本の報道では12日の民衆総決起大会であり、

この間の韓国人民の闘いが、チェ・スンシル問題で突如爆発

したかのように取り上げています。労組や、ゼネストの話も

一切ありません。しかし真実は全く違います。ソウルで12日

に行われた民衆総決起大会は、闘う労働組合のナショナルセ

ンターである民主労総が中心となって行われました。

デモ前の集会では、参加者が多すぎて、会場に入りきれな

い為、路上に座り込んで参加しました。会場に組合旗が林立

する中、現場の労働者により現下の鉄道労組を中心とするゼ

ネストが報告され、歓声が上がりました。また不当逮捕され

たハンサンギュン委員長のメッセージの代読や、虐殺された

ペクナムギ烈士の遺族の発言もあり、国家権力であり、警察

権力との非和解性が打ち出されました。

そして集会の基調もチェ・スンシル問題だけでなく、成果

退出制度や、セウォル号事故、サード配備等への抗議など、

新自由主義と戦争にのめり込む政府をあらゆる面がら弾劾し、

労働者が主人公の新しい社会を展望するものでした。最後に

は、民主労総のチェ・ジョンジン委員長代行が「11月中によ

り一層強力なゼネストを！」と呼びかけ、会場全体が熱気に

包まれました。集会の高揚は、そのままデモに引き継がれ、

百万を超える人民がデモ隊に参加しました。そのあまりの勢

いに警察権力は一指も触れる事が出来ず、青瓦台にまで引い

ていき、ソウルの中心街は完全に解放区と化しました。

また高校生、大学生がクラス単位で大量に決起しており、

中には朴正煕の軍事クーデターによって潰えた60年の革命を、

今度こそ完成させようと呼びかけている学生達もいました。

多くの人々が、日本から来た私たちを手を振って歓迎してく

れ、話になれば必ずパククネは勿論、安倍との怒りを共有す

る事ができたのも印象的でした。日韓合意の強行や、ＧＳＯ

ＭＩＡ締結を狙って朝鮮戦争危機を深める日韓両政府に対す

る韓国人民の怒りと、全学連の訴える朝鮮戦争阻止と自国政

府打倒の国際連帯が、ストレートに結びついたのだと思いま

す。このようにゼネストを闘う労働組合が軸となり、政権打

倒と社会変革を呼びかけた事で、12日の行動はこれまでと桁

違いの規模で爆発しました。そのうねりは職場、学園に持ち

帰られ、11月30日に呼びかけられている大ゼネストとなって、

更なる闘いに発展しようとしています。

私たちもこのゼネストに連帯し、11月30日は安倍・パクク

ネ打倒の大デモを行いましょう。そして連合や全労連等の闘

わない労働組合に代わって、闘う労働運動であり学生運動を

甦らせ、日本でもゼネストを実現しましょう。

トゥジェン（闘争）！！（法大文連委員長・武田雄飛丸）

改憲阻止！ 民主労総ゼネスト連帯！
京大反戦ストへの無期停学処分撤回!

京大キャンパス集会
12月12日(月) 11:50 京大時計台前集合

京都市集会＆デモ
12月12日（月）18:30 三条大橋下集合

＜呼びかけ＞京大同学会中執


